
プログラミング教育
推進のために

〜世界の潮流と⺠間での取り組みの紹介〜
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画像出展 se.pl (http://www.se.pl/galerie/138972/308808/dziecko-przy-komputerze/)

世界中で広がる
プログラミング教育
必修化の波



世界中で広がるプログラミング教育必修化の波
（⼩学校でプログラミングを教えている諸外国）
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⽂部科学省「諸外国におけるプログラミング教育に関する調査研究報告書」等をもとに筆者作成 3
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なぜプログラミング教育か？
（産業構造の変化と社会の変化）

⾝のまわりの
ほとんどのものが
コンピューターで
制御されている
時代（ITの普遍化）
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なぜプログラミング教育か？
（産業構造の変化と社会の変化）

農業、漁業、
サービス業…
あらゆる産業で
成⻑のために
テクノロジー
の活⽤が必須

（右上）画像出展 Google 「Self-Driving Car Test: Steve Mahan」（https://www.youtube.com/watch?v=cdgQpa1pUUE）



技術⾰新による様々な職業の消滅
（10年以内に世の中の半分の仕事が⾃動化され、 ⼈⼯知能が⼈間を上回る⽇が来るとも）
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なぜプログラミング教育か？
（産業構造の変化と社会の変化）

（左・中）英オックスフォード⼤学 マイケル・A・オズボーン准教授表の研究 ※表の出展：現代ビジネス（http://gendai.ismedia.jp/articles/-/40925）
（右）⾃律⼆⾜歩⾏ヒト型ロボット Atlas Boston Dynamics「Atlas, The Next Generation」 （https://www.youtube.com/watch?v=rVlhMGQgDkY）



コンピューターやアプリケーションを
便利に「使う」だけでなく、
⾃らそれを「創り出す」⼒
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これからの時代に求められる⼈材/能⼒像



「動機付け」から「継続的な学習」まで

A：楽しい（動機付け）
デジタルものづくりに興味を持たせる

「動機づけ」の機会を提供

C：極めたい
（⾼度⼈材輩出）

「出る杭をさらに伸ばす」機会を提供
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B：もっとやりたい
（継続的な学習）

意欲のある⼦どもたちに知識や技術を学ぶ機会を提供

CA Tech Kidsが実践する⼩学⽣向けプログラミング教育
3つの段階に応じた取り組み内容

体験
ワークショップ

継続学習
（スクール）

奨学⾦
制度



興味関⼼の発芽が、将来のトップ⼈材への成⻑を促す

iPhoneアプリを発表したり、コンテストに⼊賞する⼦ども達も
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義務教育段階では「興味関⼼の喚起」と
基礎の習得に徹し、それ以上を望む/出来る⼦どもを

きちんと⾼等教育につなげることが重要

A：楽しい
プログラミングやITの有⽤性に気づき、

興味関⼼を持つことができる

B：分かる
プログラミングやIT技術を使いこなすための

基礎的な知識、技能、リテラシーを習得

C：使いこなせる
習得した知識技能を応⽤的に⽤い、
創造性を活かして、課題解決を⾏う
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⼩学校中学年

⼩学校⾼学年

中学校

⾼校

⼤学・⾼等専⾨学校

国⺠全員
に求められる
レベル
（義務教育）

向いている/
好きな⼈が
やるレベル
（⾼等教育）

公教育におけるプログラミング教育の在り⽅（私案）
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⼩学校の⼦どもたちの変化（興味関⼼の喚起）



CA Tech Kids が
プログラミング教育事業に込める想い

⽇本と世界の未来を担う⼈材を育む
ITの⼒を⾝につけて、⾃分の⼒で勝負しよう。
⾃分のアイデアを⾃分の⼒で実現し、
能動的に世の中に働きかけることのできる⼈材へ。
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